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本講座の読者の中には,前回紹介した意思決定訓練を実際に行ってみたいと思われている方も

いるのではないでしょうか。 

しかし,訓練はしてみたいけれど準備が大変そうだからとあきらめている方も多いと思います。

事実,意思決定訓練の中には,そのままでは大掛かりになってしまうものもあります。 

そこで今回からは,市町村等の方々が手軽に行えるような工夫を施しながら,皆さんが意思決

定訓練の企画者あるいは進行管理者として取り組む際の準備,手順,ポイントなどについて述べ

ていこうと思います。 

なお,筆者は,訓練を「手軽に行える」には以下のような条件を満たす必要があると考えます。 

○訓練対象者数  ：1人～20・30 人程度(1 課～数課程度) 

○場所(訓練会場) ：市町村庁舎等の会議室(1 部屋～数部屋) 

○所要時間    ：3～4時間程度(検討会等の時間を含む) 

○使用資機材   ：特別なものを使用しない(市町村にあるもので間に合わせる) 

○事前準備    ：大掛りな準備を要しない 

 

今回は,これらの条件を念頭に,「状況シナリオ創出型訓練」の手軽な実施方法を紹介します。 

「状況シナリオ創出型訓練」についてはこれまでも紹介していますが,以下にその特徴を簡単

におさらいしておきます。 

この訓練は,必要最小限の付与データ(発震の季節,曜日,時刻,天候等)から訓練参加者に具体

的な災害状況等を適当な経過時間(発震直後,IO 分後,1 時間後,3 時間後,12 時間後,1 日後等々)

ごとに予想(創出)させ,それをシナリオ代わり(前提)にしたとき, どのような意思決定と役割行

動が求められるかを答えさせる形式の訓練です。 

情報不足下での意思決定能力及び状況予測能力の向上に適した訓練といえます。 
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1.事前の準備 

(1)訓練の企画(訓練要綱の作成) 

誰を対象に何を目的とした訓練であるかを明確にするため,訓練要綱を作成します。 

訓練要綱は,以下のような簡単なものとします(時問割詳細は,この時点では省いてもかまいま

せん)。 

なお,今回の訓練は,職員個々を対象とした(個人を単位とした)状況シナリオ創出型訓練とし

ます。課を単位として行う場合の方法については,別の機会に触れます。 

 

 

 

(2)会場確保 

訓練要綱に沿い,適当な会議室を早目に確保します。 
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(3)関係者への事前説明 

この訓練では,訓練準備のために関係者を会議室等に集めて行う事前説明は通常は必要ありま

せん。訓練当日の訓練開始前の説明で十分です。ただし,訓練要綱の配布や訓練への参加依頼は

行っておきます。 

それでは不安だと思われるなら,以下の 3 点について説明会を開催してください。所要時間は,

せいぜい 30 分程度と思われます。 

① 訓練計画について 

訓練要綱をもとに説明します。 

② 訓練方法(状況シナリオ創出型訓練)について 

訓練参加予定者に「予習」を期待する場合は,後述の「対応記入票」を示しながら,どのよう

な方法の訓練であるかを簡単に説明します。 

ただし,抜き打ち的な効果を期待するのなら,訓練方法は当日まで具体的には触れないでお

きます。 

③ 訓練参加者における準備について 

訓練参加者に事前に学習しておくべき教材を提供します。 

訓練参加者に,災害イメージや活動イメージがない場合は,訓練が表面的なものになる恐れ

があるため,訓練当日までに適当な教材を渡し,読んでおくよう依頼します。ただし,「現在の

実力」を知ることを目的としているのなら,その必要はありません。 

教材としては,災害で被災した自治体の活動記録や職員の手記などできるだけ生々しいも

のが適当です。関係自治体と連絡をとり,現物やコピーを入手してください。その際,複写物

の使用について許諾を得ておくと良いでしょう(後述参照)。 

また,大きな図書館で該当資料を探し,該当箇所をコピーするのも良いと思います。 

ただし,図書館でコピーしたものをさらに複写して使用する行為は,一般的には著作権の侵

害となります。市販されているものについてはこの点,特に注意が必要です。財政事情が許せ

ばその本を必要分だけ購入することをお奨めします。なお,国や自治体の出版物(非売品)であ

っても著作権法上は同様の問題を有しています。しかし,これらの出版物の多くはもともと無

償での普及・啓発を意図して出版されているものですから,容易に関係自治体の許諾を得られ

ると思います。 

ちなみに,阪神・淡路大震災に関しては,以下の資料は市町村の方にお奨めです。 

○「芦屋女性市長震災日記」(下川裕治著,ASAHINEWSSHOP) 

市販本です。残念ですが在庫切れです。図書館で探してみてください。 

○「人・街ながた 1995・1・17(阪神大震災神戸市長田区役所職員記録誌)」(神戸市長田区役所

記録誌編集委員会) 

○神戸市消防局広報誌「雪」に掲載された阪神・淡路大震災時の神戸市消防局消防隊員の活動

手記も参考になります。インターネットで同様の内容を見ることができます
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(http://www.warp.or.jp/~muraoka/)。 

この他,阪神・淡路大震災に関する大部分の資料は,「震災文庫」のサイトで探すことができま

す(http://www.lib.kobe-u.ac.jp/eqb/)(※lib の l はアルファベットの小文字のエルです)。 

(4)会場設営 

①机の配置 

特別な配置方法はありません。人数に応じてロの字形式,スクール形式など自由に配置して

かまいません。 

ただし,職員個々を対象とした訓練では参加者同士が話し合うことは原則として禁止です

ので,その点に配慮した席配置とします。 

②地図,ホワイトボード等の用意 

必要に応じて,地図(管内図又は広域図)を用意します。特に,在宅時の発震を想定した訓練

では参集途上の行動・役割が焦点になりますので,地図は必須です。 

また,重要事項を掲示したり,地図や書類を貼付するためのホワイトボード,サインペンな

ども必要に応じて用意します。 

(5)初期状況票(初期状況シナリオ)の作成 

この訓練では,訓練の進行管理者から訓練参加者に対して初期状況が初期状況票の形式(ホワ

イトボードなどに大きく掲示しても良い)で付与されることにより訓練が開始されます。その初

期状況のシナリオを事前に作成します。 

後述の「2.訓練当日(4)①」に例を示しましたが,拍子抜けするほど簡単なものです。シナリオ

作成といっても構える必要はありません。 

 

 

2.訓練当日 

(1)直前準備(資料配布) 

関係資料を訓練開始前に参加者の席に配布しておきます。 

この訓練で使用する資料は,「対応記入票」です。その例を以下に示しますが,A4 の紙を横に使

用して作成するのが適当です。それを参加者全員に一枚ずつ配布します(経過時間の区切りは目

的に応じて適当に行ってください)。 
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(2)開会(8 時 30 分) 

適当な方から,訓練の意義・目的について肩ひじを張らない簡単なあいさつをします。 

(3)訓練についての説明(8 時 35 分) 

訓練開始の 10～15 分前に,進行管理者から訓練参加者に対し訓練の進め方を説明します。 

たとえば以下のように行います。 
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(4)訓練開始(8 時 45 分) 

①対応記入票への記入 

 

②対応記入票の回収,休憩(午前 9時 45 分) 

対応記入票を回収し,午前 10 時まで休憩をとります。 

訓練企画者や進行管理者においては,この時間を利用して,回収した対応記入票をもとに検

討会(午前 10 時から)用の資料を作成します。 

(次号へ続く) 

 


